病棟チームカンファレンス記録　
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＜連絡事項＞
・青陽館ＰＨＳが故障しているため、連絡する際は青陽館ＳＧＭのＰＨＳか青陽館の固定電話に連絡してください。

・喫煙時間と洗濯する時間を守らない患者様がいるため、喫煙室前、ホワイトボードに貼っています。

＜患者様連絡事項＞
・松谷　さと子様～朝食の際レストランへ5階まで行くがそのまま離院しています。9:15青森銀行の三日町店で本人を発見しています。9:30東病棟Ａユニットへ転出となられています。通帳、財布、煙草、家の鍵を医事へ預かりとしています。

＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～離院した他者についての経緯をはっきりとスタッフへ伝えています。奇異行動なく多弁さも見られていません。夜間の睡眠もとれています。引き続き、夜間の睡眠状況を確認し、他者トラブルに注意していきましょう。

・上村　みわ様～朝食後薬服の拒否ありません。午前プログラムにも参加されています。
2/14朝食後薬のバルサルタンは腎臓の薬だ、死ぬ薬だ、おしっこの回数が多くなるなど言い拒否したため、バルサルタンＯＤ錠80㎎から40㎎となっています。本日服薬の拒否はありません。
・成田　富士子様～午前の作業の声掛けに「行きません。尊敬できる人がいない所には行きません。」「それを理由にしたら、きりがないですよ。いつも行かない事になりませんか？」と声掛けにも不参加されています。12：00血糖値326㎎/dlと高値となっています。他者からもらっている可能性もあります。昼食後、内田様と口論となっていることがあり、理由についても「ほっといてください」と言い確認はできていません。徐々に声高になっていますが、処置の拒否はありません。

・内田　都影様～プログラムにも何かと理由をつけて不参加される事が多いようです。お菓子を他の人にあげている可能性があります。お菓子配布時は、その場で食べる様に確認するようにしましょう。

＜田名部Ｄｒケース検討＞
・越後　京子様～診察では隣家の事を聞かれると「考えないようにしています」と話
しています。病棟ではイライラや憂うつ感なく穏やかに過ごしてい
ます。臨時薬同内容で処方となっています。

・高田　マキ様～歯通を訴え、痛み止めを希望し、臨時薬セフジトレンピボキシル(100)3T　3×毎食後　3日分(飲み切り止め)、カロナール(200)3T　3×毎食後　4日分処方が今夕より処方となっています。臨時薬エスタゾラム(2)1T　1×就床前　7日分処方、インヴェガは次回より定期処方となっています。妊娠しているという妄想はありますが、日常生活に支障はありません。作業中に他者の解いた課題を破り捨てていることがあります。

・倉橋　生子様～干渉的な言動や拒絶はなく、プログラムや食事など日課への取り組みは
良好です。臨時薬リスペリドンOD錠2㎎から1㎎へ減薬となっています。
青風荘への退院は3月中旬頃の予定としています。

 ・高橋　伸治様～拡張期血圧100台で経過しているため、明日よりアムロジピンOD錠(2.5)1T　1×朝食後　7日分処方となっています。不調の訴えはなく、プログラムへも取り組んでいます。

・齋藤　光枝様～身体の震えはあるが、不調はありません。友人から夫が退院したら一緒に住みたいという内容の手紙が来ていたと話しています。プログラムではホールでナンプレをして取り組んでいます。
・小向　静江様～調子は良く、落ち込むこともないと話しています。左手の痛みは全
然変わらないとの事で、臨時薬メコバラミン3T、ユベラ3T　3×毎
食後が止めとなりカロナール(200)1T　1×夕食後となり7日分処方
となっています。2/28(木)11時から面談予定、本人は3月上旬での
退院を希望しています。

・成田　富士子様～最近は治療への拒否はありませんが、血糖値が300台となることがあります。診察では様々な不満を訴えています。

・千葉　光広様～咳や鼻汁訴え、PL顆粒が処方となっています。スタッフ代行で佐々木泌
尿器科へ行き、他科薬90日分処方となっています。排尿時の痛みや、腰痛の訴えはありません。今後は青山荘見学を進めいきます。
 
・犾守　佑太様～妄想に左右された言動見られず、入浴・洗濯等の保清面も、問題なく経
過しています。

・沢田　徳則様～調子について聞かれると「最悪です、腰は痛いし目はかすんできて
いる」など話しています。白内障があるとのことでカリーユニ点眼液1本処方となり、痛み止めも変更してほしいとの希望があり、ロキソプロフェンNa(60)1Tからリリカ(75)1Tへ変更となり、7日分処方となっています。

・松川　久雄様～診察では飲酒の要求はないと話しています。春頃の退院を予定しています。自宅での生活について不安なこととして、金銭面あげています。

・鎌田　慶一郎様～調子については「いいです」と。夜間の睡眠もとれ、日中の眠気もないと話しています。被毒妄動も聞かれていません。春頃の退院を目指していきます。


＜SSTミーティング＞
・洗濯は　6:00～となります。
・名前札も6:00になってから下げる。
・6:00より前に洗濯物が入ってた場合は回収します。

	発生事故振り返りミーティング

	

	

	
	　　　　2月　 15日　 13時  40分～14時　00分　

	
	

	実施場所
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	発生事故内容
	北病棟より離院

	
	

	
	

	原因分析
	・他病棟に行きたいと何度もスタッフへ話していた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・妄想的発言多く聞かれ、金銭がない、盗られたなど話していた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・昨日から離院の準備をしており気がつかなかった。
・妄想が顕著となり、頓服服用していた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	・患者様の言動に対しスタッフの心配りが必要だった。　　　　　　　　　　　　　　　　
・何度も医事や庶務に降りていく事があり、常に観察が必要だった。
[bookmark: _GoBack]・他患者同士の繋がりを把握する必要があった。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	



